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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 27日 (2007.6.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 外 方 部 材 と 、 該 外 方 部 材 に 隙 間 を 介 し て 対 向 す る 内 方 部 材 と 、 前 記 外
方 部 材 と 前 記 内 方 部 材 と の 間 に 転 動 自 在 に 配 設 さ れ 、 前 記 外 方 部 材 と 前 記 内 方 部 材 と を 相
対 移 動 さ せ る 複 数 の 転 動 体 と 、 前 記 隙 間 の 開 口 を 密 封 す る シ ー ル 装 置 と 、 前 記 シ ー ル 装 置
に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 潤 滑 剤 を 含 有 し た 状 態 で 固 形 化 し た 合 成 樹 脂 か ら な る 潤 滑 剤 供 給 部
材 と を 備 え た 直 動 装 置 に お い て 、 前 記 潤 滑 剤 供 給 部 材 が 、 熱 伝 導 率 が 20Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 上 の
固 体 潤 滑 剤 を 含 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 直 動 装 置 。
　 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 黒 鉛 粉 末 を 含 有 さ せ た
実 施 例 の 試 験 片 で は 、 熱 伝 導 率 が 大 幅 に 高 ま る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 表 ２ 及 び 表 ３ か ら 、 潤 滑 剤 供 給 部 材 に 黒 鉛 粉 末 を 含 有 さ せ た

実 施 例 で は 、 送 り 速 度 が 早 く な っ て も 動 摩 擦 力 並 び に 温 度 の 上 昇 が 少 な く 、 高
速 走 行 時 に お け る 安 定 性 が 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。

【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 固 体 潤 滑 剤 が 黒 鉛 ま た は 窒 化 硼 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 直 動 装 置 。

実 施 例 １ の 試 験 片 及 び 窒 化 硼 素 を 含 有 さ せ た
２

実 施 例 １ 及 び 窒 化 硼 素 を 含
有 さ せ た ２
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